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平成28年第２回太子町議会定例会（第461回町議会）会議録（第５日） 

平成28年３月25日 

午 前 10 時 開議 

                 議  事  日  程 

１ 諸般の報告 

２ 総務常任委員会の所管事務調査報告 

３ 新庁舎調査特別委員会の所管事務調査報告 

４ 議案第11号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

５ 議案第12号 太子町行政不服審査会条例の制定について 

６ 議案第13号 太子町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

７ 議案第14号 職員の勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

８ 議案第15号 非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

９ 議案第19号 太子町税条例等の一部を改正する条例の制定について 

10 議案第20号 太子町行政不服審査関係手数料条例の制定について 

        （以上７件、総務常任委員会委員長報告） 

11 議案第21号 太子町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

12 議案第22号 太子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

13 議案第23号 太子町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

14 議案第24号 太子町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を

定める条例の一部を改正する条例の制定について 

15 議案第25号 印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

16 議案第28号 太子町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 

        （以上６件、福祉文教常任委員会委員長報告） 

17 議案第10号 町道路線の認定について 

18 議案第26号 太子町空き家等の適正管理に関する条例の制定について 

19 議案第27号 太子町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

        （以上３件、経済建設常任委員会委員長報告） 

20 議案第29号 平成28年度兵庫県太子町一般会計予算 

        （平成28年度一般会計予算委員会委員長報告） 

21 議案第30号 平成28年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計予算 

22 議案第31号 平成28年度兵庫県太子町介護保険特別会計予算 

23 議案第32号 平成28年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計予算 

24 議案第33号 平成28年度兵庫県太子町墓園事業特別会計予算 

        （以上４件、福祉文教常任委員会委員長報告） 

25 議案第34号 平成28年度兵庫県太子町下水道事業特別会計予算 

26 議案第35号 平成28年度兵庫県太子町水道事業会計予算 

        （以上２件、経済建設常任委員会委員長報告） 

27 請願第３号 「まちづくりに関して、太子町の行政能力向上と、議会が地域や住民視点で取

り組むことを求める請願」 

28 常任委員会等の閉会中の所管事務調査及び活動について 
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                本日の会議に付した事件 

１ 諸般の報告 

２ 総務常任委員会の所管事務調査報告 

３ 新庁舎調査特別委員会の所管事務調査報告 

４ 議案第11号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

５ 議案第12号 太子町行政不服審査会条例の制定について 

６ 議案第13号 太子町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正する条例の制

定について 

７ 議案第14号 職員の勤務時間等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

８ 議案第15号 非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

９ 議案第19号 太子町税条例等の一部を改正する条例の制定について 

10 議案第20号 太子町行政不服審査関係手数料条例の制定について 

        （以上７件、総務常任委員会委員長報告） 

11 議案第21号 太子町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

12 議案第22号 太子町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 

13 議案第23号 太子町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

14 議案第24号 太子町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を

定める条例の一部を改正する条例の制定について 

15 議案第25号 印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

16 議案第28号 太子町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について 

        （以上６件、福祉文教常任委員会委員長報告） 

17 議案第10号 町道路線の認定について 

18 議案第26号 太子町空き家等の適正管理に関する条例の制定について 

19 議案第27号 太子町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

        （以上３件、経済建設常任委員会委員長報告） 

20 議案第29号 平成28年度兵庫県太子町一般会計予算 

        （平成28年度一般会計予算委員会委員長報告） 

21 議案第30号 平成28年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計予算 

22 議案第31号 平成28年度兵庫県太子町介護保険特別会計予算 

23 議案第32号 平成28年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計予算 

24 議案第33号 平成28年度兵庫県太子町墓園事業特別会計予算 

        （以上４件、福祉文教常任委員会委員長報告） 

25 議案第34号 平成28年度兵庫県太子町下水道事業特別会計予算 

26 議案第35号 平成28年度兵庫県太子町水道事業会計予算 

        （以上２件、経済建設常任委員会委員長報告） 

27 請願第３号 「まちづくりに関して、太子町の行政能力向上と、議会が地域や住民視点で取

り組むことを求める請願」 

28 常任委員会等の閉会中の所管事務調査及び活動について 

会議に出席した議員        

  １番   長谷川 正 信         ２番   玉 田 正 典 

  ３番   神 南 隆 司         ４番   中 薮 清 志 
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  ５番   堀   卓 史         ６番   藤 澤 元之介 

  ７番   首 藤 佳 隆         ８番   福 井 輝 昭 

  ９番   平 田 孝 義        １０番   吉 田 日出夫 

 １１番   清 原 良 典        １２番   中 島 貞 次 

 １３番   服 部 千 秋        １４番   橋 本 恭 子 

 １５番   森 田 眞 一        １６番   井 村 淳 子 

会議に欠席した議員 

   な   し 

会議に出席した事務局職員 

 局     長  岡 田 俊 彦     書     記  森   文 彰 

 書     記  八 木 智 晴 

説明のため出席した者の職氏名 

 町     長  北 川 嘉 明     副  町  長  八 幡 儀 則 

 教  育  長  寺 田 寛 文     総 務 部 長  堀   恭 一 

 生活福祉部長  三 輪 元 昭     経済建設部長  堂 本 正 広 

 教 育 次 長  宗 野 祐 幸     財 政 課 長  森 川   勝 

        ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━        

   （開議 午前10時00分） 

○議長（井村淳子） 皆さんおはようござい

ます。 

 平成28年第２回太子町議会定例会第５日目

におそろいで御出席いただきありがとうござ

います。 

 ただいまの出席議員は16名です。定足数に

達していますので、ただいまから平成28年第

２回太子町議会定例会を再開します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 諸般の報告 

○議長（井村淳子） 日程第１、諸般の報告

を行います。 

 まず、監査委員から地方自治法第235条の

２の規定に基づき、平成27年度１月分の例月

出納検査報告書が提出されました。したがっ

て、その写しをお手元に配っておきましたか

ら御了承願います。 

 次に、組合議会議員等から組合議会等の報

告書が提出されました。したがって、その写

しをお手元に配っておきましたから御了承願

います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２ 総務常任委員会の所管事務調 

       査報告 

○議長（井村淳子） 日程第２、総務常任委

員会の所管事務調査報告を議題とします。 

 本案について委員長の報告を求めます。 

 総務常任委員会委員長吉田日出夫議員。 

○吉田日出夫議員 それでは、総務常任委員

会の所管事務調査報告書を報告します。 

 所管事務調査報告書。 

 本委員会の調査事件について、会議規則第

77条の規定により下記のとおり報告します。 

 １、調査事件。(1)入札のあり方。 

 ２、調査年月日。平成27年６月８日（月）

から平成28年２月24日（水）の間で計11回。 

 ３、調査目的。入札や契約の方法（一般競

争入札、指名競争入札、ＪＶ方式、随意契約

等）について、当町の現状を理解した上で、

各委員があるべき姿を調査研究し、当町の入

札や契約の実施に資するためを目的としま

す。 

 ４、調査の経過等。調査中の課題につい

て、以下のとおり報告をする。 
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 (1)入札のあり方。 

 【調査詳細項目】当町の入札方式の現状に

ついて調査を行うこととし、当局職員の出席

を求め、事前通告していた次の６項目の説明

を受けた。 

 １、入札全般について、２、一般競争入札

について、３、指名競争入札について、４、

随意契約について、５、プロポーザルでの入

札はどのような場合に行うのか、６、一般・

指名競争入札、随意契約は金額のみで入札を

区分しているのか。 

 【入札の概要】１、当町の現状調査。 

 当町の入札の過去３カ年の推移は次のとお

りであり、件数や落札金額でばらつきが見ら

れた。年度によって落札金額の合計額に差が

あるのは、平成24年度には石海小学校本館校

舎耐震補強改修工事、太田小学校北館校舎耐

震補強外改修工事、太子東中学校校舎増築工

事の３件の大型工事、平成25年度には新庁舎

建設工事がそれぞれ実施され、工事の性質や

内容に差があったためである。なお、「準町

内」業者への発注は３カ年とも実績がなかっ

た。 

 括弧の中を説明します。まず、年度、総

数、内訳、それと町内、町外の順番に報告し

ます。年度、26年、27件、２億6,914万

6,800円、内訳は町内が17件、町外が10件、

パーセントで町内は63.0％、金額は１億

6,368万4,800円（60.8％）、町外が１億

546万2,000円（39.2％）、25年度、28件、

35億4,309万7,500円、22件（78.6％）、２億

917万500円（5.9％）、６件（21.4％）、

33億3,392万7,000円（94.1％）、24年度、

20件、５億566万9,500円、15件（75.0％）、

8 , 8 9 5 万 6 , 0 0 0 円（ 1 7 . 6 ％）、５件

（25.0％）、４億1,671万3,500円（82.4％）

であります。 

 また、当町は、地元業者の育成を重視して

いることから、町内業者の受注は高い数値を

示しており、町内業者では困難な建設工事の

み町外を含めて発注するようにしている。 

 共同企業体（ＪＶ）方式による入札を当町

で採用していないのは、公正取引委員会から

の報告に基づいて、「談合防止の観点」、

「責任の不明確化」、「コストアップ」等の

理由により、最近徐々に各自治体で排除され

つつあるため、単体企業を選定している。 

 ２、洲本市への行政視察（ＪＶ方式の入札

状況について）。 

 課題調査の「入札のあり方」に関し、ＪＶ

方式による入札を取り入れている洲本市の状

況を知ることで当町の入札方式全般にわたる

調査研究が深まるため実施した。 

 ①ＪＶによる発注方法に事後ＪＶという方

式があり、それを採用している。 

 ②事後ＪＶは、市側は事前にＪＶを結成す

る手続が不要となるため入札までの期間が短

縮でき、業者側は落札者以外はＪＶを結成す

る必要がなくなる。 

 ③事後ＪＶは、競争性が働き、市内業者の

育成で利点があるが、実際は思っていたほど

の効果はあらわれなかった。 

 ④市長の意向とは別に、競争入札資格審査

会の審議により、市長の意向とは完全には一

致しない今回の入札方法を決定したことに市

政運営の民主的様子が見てとれる。 

 ５、委員会のまとめ。 

 【結論】委員会として、以下のとおり結論

をまとめた。 

 入札・契約制度は、公共工事によってつく

られる財産を町民に提供する手段として位置

づけられるが、その執行に当たっては、品

質、適正価格及び競争性、公平性、透明性の

確保等を念頭に、常に町民の理解と信頼のも

とに進められなければならない。 

 また一方で、地元業者の育成は、技術力の

育成、確保、継承という観点において中長期

的に見て非常に重要なことであり、ひいては

そのことが町内経済の活性化や町税収入の確

保につながってくるものである。 

 よって、どのような入札方法を実施するの

かにおいては、それらを総合的な見地におい

て適切に判断し、最適な方法により行われる

べきものである。 
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 【提言】以上の調査結果を踏まえ、委員会

として協議した結果、当局へ以下のことを提

言する。 

 ①当町の入札方法については、現状のまま

でおおむね適正になされていると判断する

が、地元業者の採用を仕様書に盛り込むこと

を含め、大型工事については、さまざまな入

札方法（ＪＶ方式によるものを含む。）にお

ける調査研究をさらに重ね、町民の納得性が

より高い入札方法で実施すること。 

 ②このたびの日刊各紙での報道のとおり、

実施設計委託契約に先立ち町幹部が請負業者

と会食をした行為は、町民に不審を抱かせる

ことになり、遺憾である。今後、このような

ことは厳に慎むこと。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） 以上で総務常任委員会

委員長吉田日出夫議員の報告は終わりまし

た。 

 これから委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第３ 新庁舎調査特別委員会の所管 

       事務調査報告 

○議長（井村淳子） 日程第３、新庁舎調査

特別委員会の所管事務調査報告を議題としま

す。 

 本案について委員長の報告を求めます。 

 新庁舎調査特別委員会委員長福井輝昭議

員。 

○福井輝昭議員 それでは、新庁舎調査特別

委員会より所管事務調査の報告をさせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

 所管事務調査報告書。 

 本委員会の調査事件について、会議規則第

77条の規定により下記のとおり報告します。 

 １、調査事件。(1)新庁舎に関する調査研

究、(2)新庁舎にかかわる周辺対策に関する

調査研究。 

 ２、調査年月日。平成27年６月26日（金）

から平成28年２月12日（金）の間で計11回。 

 ３、調査目的。従前の新庁舎建設調査特別

委員会での調査研究に引き続き、基本設計や

実施設計に準じた工事が行われているのか、

財政面で適切な運用がなされるのか等の新庁

舎建設に関するさまざまな問題及び完成、開

庁後における新庁舎のよりよい活用方法等を

調査研究し、必要な提言を行う。 

 ４、調査の経過及び意見。調査中の課題に

ついて以下のとおり報告する。 

 (1)開庁前の新庁舎等に関する調査研究。 

 ９月14日の当特別委員会において、当局よ

り新庁舎建設の進捗、支出額に係る資料の提

示があり、現段階で予定総計41億1,090万

9,660円とその内訳について説明があった。 

 今後の財政運営においては、新庁舎建設で

地域交流館も同時に整備しており、他市町よ

り割高になっているために公債費は当然上が

るが、他事業の歳出を抑制したり、後年にず

らしたりして将来負担比率を110％から120％

とし、一般会計の税で賄う分は健全財政を維

持できるとのことであった。 

 また、沖代線及び周辺歩道の改修・整備の

状況においても、あわせて議会として引き続

き監視を行っていくものとする。 

 〔予定総額の内訳〕平成23年度、基本計画

設計費294万円、平成24年度、用地購入費４

億8,700万円、基本設計費2,535万7,500円、

平成25年度、実施設計費6,142万5,000円、平

成26年度、工事監理費1,441万8,000円、建設

工事費４億4,800万円、平成27年度、工事監

理費480万6,000円、建設工事費29億2,546万

3,160円、備品購入費（予算額）１億4,150万

円。 

 (2)開庁後の新庁舎等に関する調査研究。

以下の調査項目について協議を行った。 

 ①議会棟の目的外使用。議会棟内の設備

（議場、全員協議会室、常任委員会室）を目

的外使用する場合の許可基準（議会案）を決

定し、平成28年４月施行に向け総務課と協議

した結果、次の事項で合意した。 
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 なお、行政棟、地域交流棟を含む、これら

行政財産全般の使用許可に関する取扱基準

は、庁舎管理担当課である総務課が整備を行

う。 

 目的外使用は、「町の行政執行の目的に合

致する事業等」について行うことができる。

目的外使用の許可は、「行政財産の用途・目

的を妨げないこと」、「行政財産自体の効用

を高めること」及び「議場においては品位を

損なわないこと」の要件を踏まえて、個別に

検討し、決裁処理により決定する。使用料

は、全額免除とする。 

 ②開かれた議場を実現するためのイベント

企画を行うこと。一例として、議場コンサー

トを３月定例会初日の開会前に行うことで議

会運営委員会に協議を申し入れた結果、実施

については承諾され、その他の詳細を引き続

き協議することになった。 

 ③新庁舎開庁後に住民から町に寄せられた

意見や、各委員が把握している住民の意見や

気づいた点を調査。自治会長アンケート調

査。町内全自治会（67自治会）中58自治会長

から回答があった（回収率86.6％）。詳細に

ついては別添のとおりである。議員が把握し

ている住民意見。当特別委員会委員だけでは

なく、全議員に対して調査を行い、５名から

報告があった。 

 〔主な意見〕入り口に関するもの（正面玄

関がない。入り口がわかりにくい等）。表示

に関するもの（案内表示が少ない。どこに何

があるのかわからない。文字が小さい等）。

窓口に関するもの（案内係の対応がよい。椅

子に座って職員と話ができるのがよい等）。

設備に関するもの（エレベーターは高齢者、

障害者、妊婦等に優しい。庁舎が明るくなっ

た。駐車場が狭い。駐車場がわかりにくい。

スペースが多過ぎる等）。交流スペースに関

するもの（学生が集まっていて、よい雰囲

気。勉強室になっているので談笑しにくい

等）。全体に関するもの（すばらしい外観。

お金をかけ過ぎでは等）。 

 ④議会中継。「定例会一般質問及び予算・

決算委員会を対象とし、３月定例会実施分か

らの配信開始を目標とする。その方法はイン

ターネットによる録画配信とし、あわせて庁

舎内については全日程をライブで無声放送す

る。」と決定し準備を進めているが、録画配

信に新たな費用を伴うこともあり、その対象

範囲を当初は定例会一般質問に限定して実施

することになった。委員会は３月の予算委員

会の内容を検証し、決算委員会以降をどのよ

うにするのかを当局と再協議することになっ

た。 

 (3)新庁舎調査特別委員会消滅後における

調査項目の引き継ぎ。当特別委員会消滅後の

調査項目は、次の委員会で引き継ぐことにな

った。 

 調査項目、委員会名の順でお話しさせてい

ただきます。 

 開かれた議場を実現するためのイベント企

画（議場コンサートを含む。）に関するこ

と、議会運営委員会。議会中継に関するこ

と、広報広聴常任委員会。 

 (4)意見。 

 デザイン性も高い斬新なつくりの新庁舎は

町民の誇りである一方で多くの血税も投入さ

れているため、「ここまで立派なものが本当

に必要だったのか」との複雑な住民感情も少

なからずある。 

 また、来庁者に関しては、日常的に来庁す

る一部の住民を除いて、「どこから庁舎に入

ればよいのか」、「どこを通って目的地に行

けばよいのか」と案内表示の少なさに戸惑う

ことも多い。 

 そして、高齢者、障害者、妊婦等は「駐輪

場から目的地までの距離が遠い」、「路面が

タイル張りで凹凸が多い」等、往来に不便を

感じている様子もうかがえ、仮に町当局が新

庁舎のコンセプトやデザイン性等に過度に縛

られ、それを第一に利用者の使い勝手をおざ

なりにした部分があるとすれば、これは利用

者を制限することになり、本来の目指すべき

コンセプトに逆行するものとなる。 

 そのような観点から、今以上に住民（利用
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者）の視点に立ち、実態に即した「太子の

環」づくりを行うことこそが「人がつどう、

まちをめぐる、太子がつながる」を本当の意

味で実践する近道であると考える。 

 (5)結論。委員会として以下のとおり結論

をまとめた。 

 ９月24日に開庁した新庁舎は、地域の景観

をリードしたり、まちのよりどころとして住

民に開かれていたり、行政機能の提供にとど

まらず、さまざまな機会を生み出す場となっ

ている。また、災害時には防災拠点や避難拠

点にもなり、まちの安全安心を守る機能も十

分に備わっている等、町民にとって非常に誇

らしい施設である。 

 しかし一方で、この建設には多くの資金が

投入されており、町民は現在の財政状況や今

後の維持管理費を含めた財政運営に不安を持

っている。さらに、「人がつどう、まちをめ

ぐる、太子がつながる」をコンセプトとした

斬新なつくりは旧庁舎時代の「役場」のイメ

ージを大きく変えるものとなっており、その

ことがかえって来庁者の戸惑いを誘っている

部分もあり、非常に残念である。 

 したがって、当特別委員会消滅後も、議会

として当町の財政運営を引き続き監視すると

ともに、町民が不安に感じている財政状況

や、理解が十分に進んでいないと思われる新

庁舎のコンセプト内容等、将来に向かってよ

りすばらしい私たちの「太子の環」をつくり

上げていくのに理解を促すための対外的なア

ナウンスをさらに行う必要がある。それに加

えて、開庁後に利用して初めてわかることも

あることから、当初のコンセプト（考え方）

に縛られない柔軟性ある対応も求められる。 

 (6)提言。以上の調査結果を踏まえ、委員

会として協議した結果、以下を提言する。 

 ①将来にわたる財政的な負担を軽減するた

め、効率的で健全な責任ある財政運営を推進

し、あわせて町民の不安を解消するための発

信をさらに行っていくこと。 

 ②新しいコンセプトに関して町民の理解を

深めるための発信をさらに行っていくこと。 

 ③住民の意見に耳を傾け、コンセプトどお

りであっても、本当に必要なことはちゅうち

ょせず勇気を持って迅速に改善すること。 

 以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（井村淳子） 以上で新庁舎調査特別

委員会委員長福井輝昭議員の報告は終わりま

した。 

 これから委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第 ４ 議案第１１号 行政不服審 

        査法の施行に伴う関係条例 

        の整備に関する条例の制定 

        について 

  日程第 ５ 議案第１２号 太子町行政 

        不服審査会条例の制定につ 

        いて 

  日程第 ６ 議案第１３号 太子町人事 

        行政の運営等の状況の公表 

        に関する条例の一部を改正 

        する条例の制定について 

  日程第 ７ 議案第１４号 職員の勤務 

        時間等に関する条例の一部 

        を改正する条例の制定につ 

        いて 

  日程第 ８ 議案第１５号 非常勤の職 

        員の公務災害補償等に関す 

        る条例の一部を改正する条 

        例の制定について 

  日程第 ９ 議案第１９号 太子町税条 

        例等の一部を改正する条例 

        の制定について 

  日程第１０ 議案第２０号 太子町行政 

        不服審査関係手数料条例の 

        制定について 

○議長（井村淳子） 日程第４、議案第11号

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備

に関する条例の制定についてから、日程第
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10、議案第20号太子町行政不服審査関係手数

料条例の制定についてまでを一括議題としま

す。 

 上程中の議案７件については、所管の総務

常任委員会に付託して、休会中に御審査いた

だいておりますので、これから上程中の議案

に対する委員会の審査報告を求めます。 

 総務常任委員会委員長吉田日出夫議員。 

○吉田日出夫議員 それでは、総務常任委員

会の付託案件を報告します。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

11号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、行政不服審査法の施行に伴う関係条例の

整備に関する条例の制定について。審査結

果、可決すべきもの。少数意見の留保、な

し。 

 ２、審査年月日。平成28年３月11日（金）

午前10時から午前11時。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 ①法が全面改正になったが、その立法趣旨

はとの質疑に、まず手続の迅速化と公正性等

の確保である。それとあわせて、組織として

の継続性の確保による過去の知見の活用の観

点から、審査会を設置して審議をしていくと

いうところであるとの説明があった。 

 ②行政機関全体を通して、文書で法に基づ

く異議申し立ての実績はあるのかとの質疑

に、過去は町が処分を出しても何か意見があ

れば窓口に来て担当者との話の中で解決する

ものが多く、なかなか事例はないが、今後は

出てくるものと想定しているとの説明があっ

た。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 次、同じく、委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

12号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、太子町行政不服審査会条例の制定につい

て。審査結果、可決すべきもの。少数意見の

留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月11日（金）

午前10時から午前11時。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 ①「有識者から成る第三者機関」の弁護士

とは当局で用意するのかとの質疑に、情報公

開審査会の構成員に３名の弁護士がいるの

で、その方にお願いするよう今は考えている

との説明があった。 

 ②議案第11号で審理員を設置し、当該議案

で審査会を設置するということだが、これら

の関係をもう少し説明してほしいとの質疑

に、まず町が処分をする。それに対して３カ

月以内の審査請求期間内に審査請求が出され

た場合、処分に関与していない課長が審理員

になる。審理員は町（審査庁）が指名し、審

理していく中で双方の言い分を聞いていかな

ければならないので、主張を聞き、証拠書類

の提出をしてもらうという流れになる。それ

らを見たり、双方の意見を聞いたりしながら

審理員の意見書を取りまとめ、今度は第三者

機関である行政不服審査会に諮問する。その

諮問によって審査会で議論され、最終的な答

申を町（審査庁）へ返す。その答申を参考に

して町（審査庁）は裁決を下し、審査請求者

に回答をする。それでも納得がいかないと訴

訟という流れになるとの説明があった。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 次、同じく、委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第



－209－ 

13号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、太子町人事行政の運営等の状況の公表に

関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて。審査結果、可決すべきもの。少数意見

の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月11日（金）

午前10時から午前11時。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 第７号に「職員の退職管理の状況」という

のがあるが、それが加わった理由は何かとの

質疑に、国の準則に合わせて条文を作成する

わけであるが、国家公務員の場合は天下りの

あっせんを根絶するという大きな目的があ

り、今回もそれに基づき、きちんと退職した

方についても管理をするという条項である。

これについては、別途「職員の退職管理に関

する規則」を現在作成中であるとの説明があ

った。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 同じく、委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

14号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、職員の勤務時間等に関する条例の一部を

改正する条例の制定について。審査結果、可

決すべきもの。少数意見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月11日（金）

午前10時から午前11時。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 改正内容の中で「義務教育学校の前期課程

又は特別支援学校の小学部を追加」とある

が、これはどういうことなのかとの質疑に、

現行条例では「小学校に就学している子のあ

る職員であって」というだけの文言だった

が、今回の学校教育法の改正で「義務教育学

校の前期課程」の文言が加わり、それだけを

入れてしまうと、従来は小学校に含まれてい

た特別支援学校の子供は対象にならないので

はと考えられるおそれがあるため、「義務教

育学校の前期課程又は特別支援学校の小学

部」という言葉を入れて、わかりやすくした

との説明があった。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 同じく、委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

15号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、非常勤の職員の公務災害補償等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について。

審査結果、可決すべきもの。少数意見の留

保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月11日（金）

午前10時から午前11時。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑、特になし。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 同じく、委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

19号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、太子町税条例等の一部を改正する条例の

制定について。審査結果、可決すべきもの。

少数意見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月11日（金）

午前10時から午前11時。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 ①徴収の猶予の手続はどのようにすればい

いのかとの質疑に、まず猶予を求める申請書

に財産状況、生活状況を示す書類を添付して
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提出し、あわせて今後に分割納付するのであ

れば、その計画書を提出していただく予定で

あるとの説明があった。 

 ②参考資料の５番で「個人番号の利用手続

の見直しに伴う規定の整備」として「個人番

号を記載しないという見直しに伴う個人番号

の規定の削除」というのがあるが、これは何

を意味しているのかとの質疑に、このたび総

務省の通知で、個人番号の取り扱いについて

一部見直しが行われたことにより個人番号を

記載しなくてもよい部分を改正したものであ

るとの説明があった。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 同じく、委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

20号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、太子町行政不服審査関係手数料条例の制

定について。審査結果、可決すべきもの。少

数意見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月11日（金）

午前10時から午前11時。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 資料や書類等の写しとあるが、手書きで写

したり、写真に撮ったりしてもよいのかとの

質疑に、手書きの場合は閲覧という形になる

ので問題はないが、写真に撮るのは、現在の

手数料条例の中でもそれはできないという説

明があった。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決しました。 

 以上でございます。 

○議長（井村淳子） 以上で総務常任委員会

委員長吉田日出夫議員の報告は終わりまし

た。 

 これから委員長報告に対する質疑、討論、

採決を行います。 

 方法については、議事の都合によって１議

案ごとに行います。 

 まず、上程中の議案第11号行政不服審査法

の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の

制定について、これから委員長報告に対する

質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第11号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第11号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第12号太子町行政不服

審査会条例の制定について、これから委員長

報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第12号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第12号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第13号太子町人事行政
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の運営等の状況の公表に関する条例の一部を

改正する条例の制定について、これから委員

長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第13号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第13号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第14号職員の勤務時間

等に関する条例の一部を改正する条例の制定

について、これから委員長報告に対する質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第14号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第14号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第15号非常勤の職員の

公務災害補償等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について、これから委員長報告

に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第15号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第15号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第19号太子町税条例等

の一部を改正する条例の制定について、これ

から委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第19号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第19号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第20号太子町行政不服

審査関係手数料条例の制定について、これか

ら委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 
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 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第20号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第20号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１１ 議案第２１号 太子町福祉 

        医療費助成条例の一部を改 

        正する条例の制定について 

  日程第１２ 議案第２２号 太子町国民 

        健康保険税条例の一部を改 

        正する条例の制定について 

  日程第１３ 議案第２３号 太子町介護 

        保険条例の一部を改正する 

        条例の制定について 

  日程第１４ 議案第２４号 太子町指定 

        地域密着型サービスの事業 

        の人員、設備及び運営に関 

        する基準等を定める条例の 

        一部を改正する条例の制定 

        について 

  日程第１５ 議案第２５号 印鑑の登録 

        及び証明に関する条例の一 

        部を改正する条例の制定に 

        ついて 

  日程第１６ 議案第２８号 太子町消防 

        団員等公務災害補償条例の 

        一部を改正する条例の制定 

        について 

○議長（井村淳子） 日程第11、議案第21号

太子町福祉医療費助成条例の一部を改正する

条例の制定についてから、日程第16、議案第

28号太子町消防団員等公務災害補償条例の一

部を改正する条例の制定についてまでを一括

議題とします。 

 上程中の議案６件については、所管の福祉

文教常任委員会に付託して、休会中に御審査

いただいておりますので、これから上程中の

議案に対する委員会の審査報告を求めます。 

 福祉文教常任委員会委員長首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 それでは、福祉文教常任委

員会に付託されました議案の審査報告を行い

ます。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

21号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、太子町福祉医療費助成条例の一部を改正

する条例の制定について。審査結果、可決す

べきもの。少数意見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月８日（火）

午前10時から午後２時33分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 ①医療費無料化対象年齢を就学前に引き上

げた場合の増加見込みは、対象者が約

1,040名、助成額が年間約1,090万円である

が、これは実際の医療費を積算して年齢別に

構成し、見積もったものであるとのこと。 

 ②所得制限については、従来のとおり、前

年度の町民税所得割額が23万5,000円未満で

あれば助成の対象になるとのこと。 

 ③医療費無料化の対象者をさらに拡大する

場合に必要となる予算は、小学校１年生から

小学校３年生で約1,100万円、小学校４年生

から小学校６年生で約767万円、中学校１年

生から中学校３年生で約560万円を見込んで

おり、中学校３年生までを助成する場合、町

の負担が合計約3,530万円増となる見込みで

あるとのこと。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 委員会審査報告書。 
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 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

22号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、太子町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例の制定について。審査結果、可決す

べきもの。少数意見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月８日（火）

午前10時から午後２時33分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 ①今回の税率改正の主な要因は、(1)国民

健康保険の加入者が減少していること、(2)

医療費が減額で推移しており、診療報酬がマ

イナス改正されたこと、(3)平成30年度から

国民健康保険の運営主体が広域化されること

に伴い国からの補助金の増額措置が見込まれ

ることであり、その他、財政調整基金の状況

等総合的に判断した上での改正であるとのこ

と。 

 ②保険税減免の申請期日を「納期限前７日

まで」から「納期限まで」としたことについ

ては、他の税条例と整合性を図ったためであ

るとのこと。 

 ③軽減割合については、国の通知に基づ

き、７割軽減は現行どおり33万円、５割軽減

は１人当たり26万円を26万5,000円に、２割

軽減医療分については47万円を48万円まで対

象範囲を広げるとのこと。 

 ④平成26年度決算における医療費について

は県内41市町の中で下から３番目であり、町

の国民健康保険加入者は健康な方が多いと考

えているとのこと。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

23号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、太子町介護保険条例の一部を改正する条

例の制定について。審査結果、可決すべきも

の。少数意見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月８日（火）

午前10時から午後２時33分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 ①介護保険料の減免申請期限を普通徴収に

おいては「納期限前７日まで」、特別徴収に

おいては「特別徴収対象年金給付の支払いに

係る月の前々月の15日まで」となっているも

のを「納期限まで」と改正する理由について

は、減免の申請期限が改正される町税との整

合性を図るためであるとのこと。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

24号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、太子町指定地域密着型サービスの事業の

人員、設備及び運営に関する基準等を定める

条例の一部を改正する条例の制定について。

審査結果、可決すべきもの。少数意見の留

保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月８日（火）

午前10時から午後２時33分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 ①利用定員が18名以下の小規模の通所介護

と常時看護師による観察が必要な方をサービ

ス対象とする利用者定員が９名以下の小規模

の療養通所介護が平成28年４月１日から地域

密着型通所介護に移行することに伴い町の管

理となるため、地方自治法の適用を受ける施

設になる。そのため、関係書類及び電子デー

タの保存期限を地方自治法第236条第１項の
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規定に基づく金銭債権の消滅時効である５年

と整合性を図る必要があることから、このた

びの改正を行うとのこと。 

 ②保存記録については、書類及び電子デー

タともに当該年度の終了時に廃棄するとのこ

と。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

25号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、印鑑の登録及び証明に関する条例の一部

を改正する条例の制定について。審査結果、

可決すべきもの。少数意見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月８日（火）

午前10時から午後２時33分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 ①平成28年４月１日より、太子町内並びに

全国の多機能端末機が設置されたコンビニエ

ンスストアにおいて、各種証明書の交付が可

能となるよう準備が進められている。ただ

し、一部のコンビニエンスストア（ポプラ

等）においては、各種証明書の交付はできな

いとのこと。 

 ②マイナンバーカードにより土日や夜間で

も各種証明書の取得が可能となることについ

て積極的にＰＲしたいとのこと。 

 ③各種証明書については、それぞれのコン

ビニエンスストアが偽造防止の用紙を使用す

ることにより不正防止対策が講じられている

とのこと。 

 ④個人情報については、専用回線を用い

て、町が保有しているデータをＪ－ＬＩＳ

（地方公共団体情報システム機構）を経由

し、コンビニエンスストアに提供されるた

め、情報が漏えいするおそれはないとのこ

と。また、コンビニエンスストアでの多機能

端末機の操作は全て本人が行い、送受信され

たデータは証明書発行後削除されるとのこ

と。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

28号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、太子町消防団員等公務災害補償条例の一

部を改正する条例の制定について。審査結

果、可決すべきもの。少数意見の留保、な

し。 

 ２、審査年月日。平成28年３月８日（火）

午前10時から午後２時33分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を

定める政令において、厚生年金保険法に基づ

く傷病補償年金及び休業補償の支給に係る消

防団員に関しての調整率が改正されたことに

よる改正であるとのこと。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（井村淳子） 以上で福祉文教常任委

員会委員長首藤佳隆議員の報告は終わりまし

た。 

 これから委員長報告に対する質疑、討論、

採決を行います。 

 方法については、議事の都合によって１議

案ごとに行います。 

 まず、上程中の議案第21号太子町福祉医療

費助成条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、これから委員長報告に対する質疑を行

います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 
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 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第21号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立多数） 

○議長（井村淳子） 起立多数です。したが

って、議案第21号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第22号太子町国民健康

保険税条例の一部を改正する条例の制定につ

いて、これから委員長報告に対する質疑を行

います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第22号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第22号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第23号太子町介護保険

条例の一部を改正する条例の制定について、

これから委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第23号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第23号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第24号太子町指定地域

密着型サービスの事業の人員、設備及び運営

に関する基準等を定める条例の一部を改正す

る条例の制定について、これから委員長報告

に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第24号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第24号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第25号印鑑の登録及び

証明に関する条例の一部を改正する条例の制

定について、これから委員長報告に対する質

疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 
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○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第25号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第25号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第28号太子町消防団員

等公務災害補償条例の一部を改正する条例の

制定について、これから委員長報告に対する

質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第28号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第28号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１７ 議案第１０号 町道路線の 

        認定について 

  日程第１８ 議案第２６号 太子町空き 

        家等の適正管理に関する条 

        例の制定について 

  日程第１９ 議案第２７号 太子町下水 

        道条例の一部を改正する条 

        例の制定について 

○議長（井村淳子） 日程第17、議案第10号

町道路線の認定についてから日程第19、議案

第27号太子町下水道条例の一部を改正する条

例の制定についてまでを一括議題とします。 

 上程中の議案３件については、所管の経済

建設常任委員会に付託して、休会中に御審査

いただいておりますので、これから上程中の

議案に対する委員会の審査報告を求めます。 

 経済建設常任委員会委員長玉田正典議員。 

○玉田正典議員 それでは、報告いたしま

す。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

10号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、町道路線の認定について。審査結果、可

決すべきもの。少数意見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月９日（水）

午前10時から午後０時23分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑、なし。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 続きまして、委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

26号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、太子町空き家等の適正管理に関する条例

の制定について。審査結果、可決すべきも

の。少数意見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月９日（水）

午前10時から午後０時23分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 ①空き家は所有者が自己の責任において管

理することが原則であるので、行政指導が基

本となり、最後の手段として代執行があると

のこと。また、代執行に要した費用の徴収及

び滞納処分については、代執行によって空き

家の撤去を行った神戸市の例を参考にして対
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応していくとのこと。 

 ②空き家になるまでのフォローと対策につ

いては、空き家バンクに見られるように、今

後の空き家の活用について町内の不動産会社

やハウスメーカーと情報交換をしていき、空

き家をなくしていきたいとのこと。また、ま

ちづくり課に住宅リフォーム相談窓口を設

け、空き家所有者から寄せられる相談にも対

応しているとのこと。 

 ③管理不全な状態の空き家については、聞

き取り調査や水道メーターを確認することに

より実態の把握をしているとのこと。 

 ④老朽危険空き家の判断については、柱の

傾きや外壁及び屋根の破損、剥落の度合い等

15項目で空き家の不良度を点数化して行うと

のこと。 

 ⑤老朽危険空き家に指定された空き家の所

有者に対して、町からの撤去、修繕等の指導

や助言に従わず「勧告」となった場合、固定

資産税の住宅用地の特例の対象外となるとの

こと。 

 ⑥空き家に関して、所有者と隣人、自治会

に意見の相違がある場合は、町として中立な

立場で指導、勧告を行い、第三者機関である

審査会にも意見を聞いていく予定であるとの

こと。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 続きまして、委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

27号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、太子町下水道条例の一部を改正する条例

の制定について。審査結果、可決すべきも

の。少数意見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月９日（水）

午前10時から午後０時23分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 前処理場処理汚水に係る使用料単価につい

て、兵庫県皮革産業協同組合連合会と協議

し、太子前処理場の健全運営を図るために使

用料単価を値上げするとのこと。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（井村淳子） 以上で経済建設常任委

員会委員長玉田正典議員の報告は終わりまし

た。 

 これから委員長報告に対する質疑、討論、

採決を行います。 

 方法については、議事の都合によって１議

案ごとに行います。 

 まず、上程中の議案第10号町道路線の認定

について、これから委員長報告に対する質疑

を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第10号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第10号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第26号太子町空き家等

の適正管理に関する条例の制定について、こ

れから委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 
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○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第26号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第26号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第27号太子町下水道条

例の一部を改正する条例の制定について、こ

れから委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第27号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第27号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２０ 議案第２９号 平成２８年 

        度兵庫県太子町一般会計予 

        算 

○議長（井村淳子） 日程第20、議案第29号

平成28年度兵庫県太子町一般会計予算を議題

とします。 

 本案については、平成28年度一般会計予算

委員会に付託して、休会中に御審査いただい

ておりますので、これから上程中の議案に対

する委員会の審査報告を求めます。 

 平成28年度一般会計予算委員会委員長中島

貞次議員。 

○中島貞次議員 では、ただいまより平成

28年度一般会計予算委員会の委員会審査報告

を行います。報告書に従って報告させていた

だきます。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

29号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、平成28年度兵庫県太子町一般会計予算。

審査結果、可決すべきもの。少数意見の留

保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月14日（月）

午前10時から午後４時19分、平成28年３月

15日（火）午前10時から午後４時55分、平成

28年３月16日（水）午前10時から午後４時

21分、平成28年３月17日（木）午前10時から

午前10時44分、４日間でありました。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過については、別紙のとおりで

あります。 

 (2)審査結果は、賛成多数により可決すべ

きものと決しました。（賛成）吉田委員、藤

澤委員、堀委員、中薮委員、長谷川委員。

（反対）平田委員。 

 (3)会議録は、後日希望者に配付いたしま

す。 

 次に、本委員会の審査報告書を報告させて

いただきます。 

 １、審査に当たって。 

 (1)付託案件の「平成28年度兵庫県太子町

一般会計予算」の審査に当たりましては、審

査上必要な資料を確認し、事前に資料（別

添）の提出を求め、慎重に審査いたしまし

た。 

 (2)補助説明員として、課長、副課長、施

設長、一部の係長の出席を認め、必要な説明

を求めました。 

 (3)歳出予算については、各課の平成28年

度における重点目標や取り組み姿勢を聞いた

後、それぞれの事業内容ごとに質疑を行い、
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審査しました。 

 ２、審査意見。 

 まず、歳入について。 

 １、納税者の実態を把握した上で、収納率

の向上を図るためのノウハウを研究し、収入

未済や不納欠損の抑制に努めること。 

 ２、法人税について、各法人の実態を把握

し、収納率の向上に努めること。 

 ３、税の確保の観点から、たばこは町内で

購入するようにＰＲすること。 

 ４、国、県支出金をより有効に活用するこ

と。 

 ５、受益者負担のあり方を検証し、各施設

の利用率の向上にも努め、財源確保を図るこ

と。 

 ６、町有財産の有効活用を図り、自主財源

の確保に努めること。 

 ７、ＰＦＩ並びにＰＰＰ手法の導入及び活

用を調査、検討すること。 

 次に、歳出について。 

 (1)各款共通事項について。 

 ①新規事業については、住民周知するこ

と。 

 ②各種随意契約は、特定の業者に集中する

ことなく、透明性、競争性を確保し、経費節

減に努めること。 

 ③各施設の光熱水費等、経費削減に引き続

き努めること。 

 (2)各款の予算について。 

 ①総務費。１、職員のさらなる接遇向上に

努めること。２、18歳選挙権も含めた新しい

選挙制度について啓発に努めること。３、ふ

るさと応援寄付金を広く募るサービス体制を

確立すること。４、町民法律相談は、開催回

数を増やす等、可能な限り充実させること。

５、マイナンバー制度導入に伴い、周知の徹

底と適正な対応に努めること。 

 ②民生費。１、民生委員の活動はとても重

要なので、さらなるサポートを行うこと。

２、あらゆるリスクに備え、早急につくも荘

の代替地を確保すること。３、扶助費の上昇

を抑制するために、各課が連携して予防事業

への取り組みを強化すること。４、やすらぎ

タクシー運賃助成事業は、対象者の拡充を検

討すること。５、子育て学習センター（のび

すく）は、子育て支援にはとても重要なの

で、速やかに拠点場所の確保を図ること。

６、国・県の動向を注視し、子育て支援の充

実を図ること。７、待機児童の解消を図り、

子育て世帯の負担軽減に努めること。 

 ③衛生費。１、揖龍保健衛生施設事務組合

について、負担経費等の節減に努めること。

２、揖龍保健衛生施設事務組合に対し、長期

休暇中のごみ回収業務工程の見直しについて

要望すること。３、予防接種の重要性を対象

者にアピールし、接種率の向上をさらに進め

ること。４、少子化対策は、他市町の取り組

みも研究し、取り入れること。 

 ④労働費については、ありません。 

 ⑤農林水産業費。１、鹿対策には、各課が

連携し、被害対策を講じること。２、農業の

将来を見据え、担い手の育成、地産地消を推

進すること。３、地籍調査の人員確保に努

め、事業の進捗を加速させること。 

 ⑥商工費。１、太子ブランドのＰＲと販売

拡大を図ること。２、商工業の活性化に向

け、あらゆる支援策を講じ、各課が協力して

事業を進めること。３、新しい特産品の商品

開発に積極的に支援すること。 

 ⑦土木費。１、旧環境センター解体・整地

作業の安全対策の徹底と、多目的施設計画の

安全性も考え、進めること。２、崩壊のおそ

れがある空き家は、早急に対策を講じるこ

と。３、各種事業計画の資料は、随時更新

し、公開するよう努めること。４、雨水排水

対策は、関係部署が連携して、総合的かつ計

画的に進めること。 

 ⑧消防費。１、防災資材備蓄品の見直しを

図り、消費期限に準じて補充すること。２、

地震や豪雨等の災害に備え、危機管理体制を

強化し、災害対策に努めること。３、福祉避

難所の拡充等、災害弱者に配慮した取り組み

を図ること。４、消防団員の定員割れの解消

に努めること。 
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 ⑨教育費。１、学校教材用備品は、各学校

の規模に応じ数量等を整備し、充実を図るこ

と。２、小・中学校の学校図書の充足率を高

めること。３、自然に触れ合える学校行事を

継続し、特に安全面にも配慮すること。４、

公共施設の修繕は、早期着手に努めること。

５、教育施策への人的支援や各種サポート体

制を強化すること。６、学校での文化・スポ

ーツ活動等へのさらなる支援を行うこと。 

 以上であります。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（井村淳子） 以上で平成28年度一般

会計予算委員会委員長中島貞次議員の報告は

終わりました。 

 これから委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 まず、原案反対の方の発言を許します。 

 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 28年度一般会計の予算に対

する反対討論を行います。 

 今回の予算計上は、子ども・子育て、安

全・安心、健康・長寿など３つの重要事項を

位置づけ、第５次太子町総合計画実施計画、

28年度から30年度に向けた基本方針による予

算計上が上げられる中で、財政運営において

新庁舎建設に伴い大きな管理予算が拡大傾向

にある中、国庫支出金、県支出金など、さら

には地方交付税などにより社会保障、福祉医

療、教育費、土木費、公園、防災、災害費に

至るまでいろいろなメニューを講じ、独自の

町税、さらには雑入などにより予算計上して

おりますが、予算委員会から歳入歳出審査意

見にしても多くの意見提言がなされておりま

す。 

 太子町は若いまちと言いながら、これから

高齢化が着々と進む中、医療費はもとより、

災害がいつ起きるかわからない状況下におい

て、特に雨水対策事業はこれまでの課題であ

り、やっと雨水幹線等整備事業が３カ年事業

費の中で基盤整備されようとしております。

このことは一定の評価できますが、災害発生

が予想される際に情報伝達手段の重要な役割

を果たす防災行政無線の整備が急務でありま

す。 

 28年度の予算計上を見る限りでは、ますま

す住民の暮らしに対し大きく負担がのしかか

ってくることは必至であります。一方、地方

消費税による交付金が拡大しても、直接恩恵

を受けるのは自治体であり、住民の暮らしに

どれだけ反映されるかであります。今回の予

算を見る限りであれば、余り変化が見られな

い。住民にとって消費税増税は年間１世帯４

人家族で平均約５万円から６万円の負担が課

せられ、何ら社会保障財源費と言われても、

介護費、子供の医療費を中学卒業まで完全無

料化するなど、医療費に関し予算は余り反映

されていない。 

 さらに、各款共通歳出予算による委託料、

負担金についても例年どおり変化がなく、削

減しようとする姿勢が見えない。 

 また、各種特命随意契約など、法に触れな

いとはいえ、いかなる場合も透明性、さらな

る競争性を確保し、経費節減を図るのが町政

ではないでしょうか。財政健全化に努めると

言うなら、さらなる本当の経費節減に対する

努力が必要と思われます。 

 さらに、予算要望に対し、よく言われるの

が、費用対効果についての順位であります。

これも目線の違いにより大きく異なります。

検討には、結果を出していただくための予算

を出していただきたい。検討しますだけの返

答で、災害が起きたらどうするのか。安全・

安心のまちを築こうとするなら、要望に応え

る予算と、思い切った、まちの活性化を考え

た、若い人たちが地元で働ける雇用環境への

支援、労働費、中小零細企業の活力を高める

ための予算をもう少し有効に活用できる予

算、一方では担い手が必要とする農業水産費

の予算など、運用への支援拡大を図っていた
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だきたい。 

 さらに、地域経済活性化計画など立ち上

げ、太子町の利便性を生かした、他自治体に

負けない予算に本腰を入れ、太子町に税が落

ちる仕組みをつくり、今以上の財源確保、公

共施設に対する管理維持事業、さらには建設

などにますますお金がかかる深刻な事態が生

じております。そういった中で、困らない予

算の使い道をもう一度考え直した予算の執行

を願う。 

 最後に、大規模地震から住民を守る、特に

お年寄り、身障者に対する防災減災対策、医

療福祉などの要求に対し、住民負担の実態を

明らかにして、住民の命と暮らしを守る立場

に立って、３年、５年、さらには将来を見据

えた予算執行を強くお願いし、反対討論とさ

せていただきます。 

 以上です。 

○議長（井村淳子） 次に、原案賛成の方の

発言を許します。 

 中薮清志議員。 

○中薮清志議員 平成28年度一般会計予算に

ついて賛成討論を行います。 

 気になる点もありますが、審議段階での質

疑及び意見により、今後の課題として改善を

図るべく研究、検討されるものと期待してお

ります。 

 今回の予算を見る限り、住民生活の向上の

ための新しいサービスや継続していかなけれ

ばならない重要な事業に、財政状況を考えな

がら、丁寧な予算措置がとられていると感じ

られます。 

 また、健全財政の維持のため、さらなる財

源の確保や税の徴収率向上などの歳入の拡大

に向けても取り組まれていると思います。 

 しかし、庁舎の建設費、管理費、また今後

社会保障費、老朽化による施設の修繕費や建

設費の増加が考えられるため、さらに危機感

を持って予算、事業の執行に当たること、庁

舎にかかる費用を理由に住民サービスの低下

が起こらないよう努めることを意見としてつ

け、賛成討論とさせていただきます。 

○議長（井村淳子） 次に、原案反対の方の

発言を許します。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 次に、原案賛成の方の

発言を許します。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 今定例会並びに28年度予算

委員会を経て特に感じることは、例年のこと

とはいえ、支出金の中でウエートの高い負担

金の使途、内訳精査がなされず、無駄に税金

が投入され続けていることに驚きを隠せませ

ん。 

 例えるなら、ごみ収集運搬の負担金の精査

が全く行われていない。幾ら揖龍保健衛生施

設事務組合の範疇であるとはいえ、多額の負

担金を拠出しているのであるから、金額の適

正さを最低限把握することは当然のことであ

る。ましてや、比較対照できる同等許可を有

する業者からの見積書も提出されており、ま

た時間も十分経過しておるにもかかわらず、

それらは全く反映されず、貴重な太子町民の

税金が無駄に使われているのは明らかです。

太子町側の担当部長、担当課長、特に揖龍保

健衛生施設事務組合の副管理者である太子町

長の責任は重大なものです。心して取り組み

直していただくことを強く要望します。 

 また、予算委員会において、揖龍保健衛生

施設事務組合内の組合規定に関し、情報公開

条例の制定について、なぜ制定しないのかと

の質問をした際に、副管理者である町長に答

弁を求めましたが、生活環境課の課長が代理

答弁をされました。答弁内容は、たつの市の

条例に準ずるとのことでした。後に確認をし

たところ、そのような事実はないとのこと

で、生活環境課長に答弁が事実に反すること

を伝えたところ、事実実態が判明されまし

た。答弁にあった、たつの市の条例に準ずる

ということはないとの結論です。 

 一体、町長初め担当課の職員は何をもって

本会議で間違った答弁をするのか。事務組合

の１人の職員の口車に乗せられ虚偽の答弁を

するのか。このような決め事すら理解せず
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我々に間違った答弁をすることの罪の重さを

深く反省すべきであり、事の起こりを調査

し、議会に対しきっちりと報告をすべきであ

る。我々議員も町民からの貴重な税金より報

酬をいただいているし、町長初め職員も同様

のことであります。支出金、負担金の適正を

精査確認することは、必ず行わなくてはなら

ない業務であります。早急に確認することを

強く要望します。 

 また、今期、町幹部と出入り業者との会食

が報道され、町民に不安、不審を抱かせるこ

とになったことは、法に抵触しないといえど

も、許されない行為です。余りにモラルがな

さ過ぎと言わざるを得ない。太子町は無法地

帯かという話も聞かされます。重々に胸に刻

み、慎んだ行動に徹すべきと申し伝えます。 

 全ての予算に反対する気はなく、あえて賛

成討論の場での討論にさせていただきます。 

○議長（井村淳子） ほかに討論はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第29号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立多数） 

○議長（井村淳子） 起立多数です。したが

って、議案第29号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２１ 議案第３０号 平成２８年 

        度兵庫県太子町国民健康保 

        険特別会計予算 

  日程第２２ 議案第３１号 平成２８年 

        度兵庫県太子町介護保険特 

        別会計予算 

  日程第２３ 議案第３２号 平成２８年 

        度兵庫県太子町後期高齢者 

        医療特別会計予算 

  日程第２４ 議案第３３号 平成２８年 

        度兵庫県太子町墓園事業特 

        別会計予算 

○議長（井村淳子） 日程第21、議案第30号

平成28年度兵庫県太子町国民健康保険特別会

計予算から日程第24、議案第33号平成28年度

兵庫県太子町墓園事業特別会計予算までを一

括議題とします。 

 上程中の議案４件については、所管の福祉

文教常任委員会に付託して、休会中に御審査

いただいておりますので、これから上程中の

議案に対する委員会の審査報告を求めます。 

 福祉文教常任委員会委員長首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 それでは、福祉文教常任委

員会に付託されました特別会計の報告を行い

ます。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

30号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、平成28年度兵庫県太子町国民健康保険特

別会計予算。審査結果、可決すべきもの。少

数意見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月８日（火）

午前10時から午後２時33分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。 

 【補足説明】参考資料をもとに、国民健康

保険特別会計の平成28年度当初予算の考え方

について補足説明を受けた。 

 ①歳出について。 

 (1)平成27年度の上半期までの医療給付費

から平成27年度の医療給付費の決算見込み額

をおおむね0.26％減になると見込んだとのこ

と。 

 (2)年度平均の一般被保険者数は0.4％の

減、退職被保険者については39％の減で想定

したとのこと。 

 (3)医療給付費の伸び率は、厚生労働省が

示す数値に基づき、医療技術の高度化等によ
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る上昇分として2.3％の増、診療報酬の改正

及び薬価分を0.84％の減とし、全体として医

療費の伸びについては1.46％の増と想定した

とのこと。 

 (4)後期高齢者支援金等、前期高齢者納付

金等、老人保健拠出金、介護納付金について

は、国及び社会保険診療報酬支払基金からの

通知をもとに積算したとのこと。 

 ②歳入について。 

 (1)国庫支出金及び県支出金については、

保険給付費等の対象経費から控除対象分を差

し引いて、それぞれ国・県の法定率を乗じて

算出したとのこと。 

 (2)前期高齢者交付金については、国及び

社会保険診療報酬支払基金からの通知をもと

に積算したとのこと。 

 (3)平成27年度予算の補正後の基金残高見

込みは平成26年度末に比べ2,324万5,000円の

減で、今年度末の財政調整基金の保有見込み

を１億7,337万4,643円と見込んでいるが、こ

のうち、繰越金の状況等も勘案し、１億

459万9,000円の繰入金を予算措置していると

のこと。 

 【質疑応答】質疑応答により、次のことを

確認した。 

 ①平成27年度のペイジー口座振替受付サー

ビスの受け付け件数は、平成28年２月末現在

110件であったとのこと。 

 ②特定健康診査等負担金の１人当たり助成

基準単価は、集団方式では4,190円の３分の

１、個別方式では5,490円の３分の１である

とのこと。 

 ③姫路市医師会に委託していた特定保健指

導を平成28年度より町の直営事業とし、嘱託

保健師１名を雇用することで対象者が保健指

導を受けやすい環境を整えるとのこと。 

 ④特定健康診査の受診率は、平成26年度

28.4％、平成27年度29％（見込み）であり、

県平均32.8％（平成26年度）を下回ってい

る。そのため、今後も先進自治体の取り組み

状況を参考にしながら、早期発見、早期治療

につながるよう努めるとのこと。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

31号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、平成28年度兵庫県太子町介護保険特別会

計予算。審査結果、可決すべきもの。少数意

見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月８日（火）

午前10時から午後２時33分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 ①地域密着型介護事業者に対しては町が主

体的に管理監督する必要があるので、今後６

カ月に１回は調整会議を開き、事業者より事

業について説明等を受けることとなるとのこ

と。 

 ②平成28年３月より段階的に介護予防・日

常生活支援総合事業へ移行することとなる

が、生きがいづくりや介護予防へとつなげて

いく支え合いの仕組みづくりにおいて、今後

は既存の介護事業所だけでなく、民間企業、

ボランティア、ＮＰＯ等との調整を行うた

め、高年介護課に担当職員を１名配置し、調

整等を実施していくとのこと。 

 ③国の介護給付費負担金については、介護

サービス費在宅分、高額介護サービス費、特

定入所者介護サービス費、審査支払手数料に

ついては、給付額の20％と施設サービス費の

15％の積み上げによって算出しているとのこ

と。 

 ④介護予防・日常生活支援総合事業のうち

短期集中サービスの通所型Ｃサービス及び生

活支援サポート事業の訪問型Ｂサービスにつ

いては、社会福祉協議会に委託予定であると

のこと。 

 ⑤生活支援体制整備事業については、中学

校区に生活支援コーディネーターを２カ所
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（東中校区は太子の郷、西中校区はまほろば

の里を予定）配置し、高齢者の生活支援・介

護予防の基盤整備を進めていくことを目的

に、地域のニーズと資源の状況把握、問題提

起や多様な団体への協力依頼などの働きか

け、関係者のネットワーク化を進めていくと

のこと。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

32号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、平成28年度兵庫県太子町後期高齢者医療

特別会計予算。審査結果、可決すべきもの。

少数意見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月８日（火）

午前10時から午後２時33分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。 

 【補足説明】参考資料をもとに、後期高齢

者医療特別会計の平成28年度当初予算の考え

方について補足説明を受けた。 

 ①保険料率の考え方。 

 (1)後期高齢者医療の保険料については、

診療報酬の改定にあわせて２年に一度改定さ

れるが、平成26年度と比べ１人当たりの医療

給付費は増加し、被保険者負担率は引き上げ

になっており、保険料の増加が見込まれてい

るが、給付費準備基金のうち73億円を取り崩

すことによって保険料の増加抑制を図ったと

のこと。 

 (2)保険料改定後の均等割額は、27年度よ

り694円増の４万8,297円。所得割率は、

0.47％増の10.17％となるが、保険料の増加

抑制措置として医療費準備基金を取り崩した

ことと、低所得者軽減対象の拡大などによ

り、実質的には１人当たりの平均保険料が

305円、伸び率が0.39％の引き下げになって

いるとのこと。 

 ②賦課限度額については、改定はなく、現

行どおり57万円であるとのこと。 

 ③保険料の低所得者軽減については、均等

割額２割軽減及び５割軽減において所得基準

額を引き上げているとのこと。 

 【質疑応答】質疑応答により次のことを確

認した。 

 ①医療費については、今後後期高齢者が大

幅に増えることにより増加していくと予測さ

れるが、今回の改定においては、県の財政安

定対策基金を使うことなく、後期高齢者医療

広域連合の基金からの繰り入れによって２年

前と同水準を保持しているとのこと。 

 ②後期高齢者医療広域連合納付金について

は、後期高齢者医療広域連合が兵庫県全体の

金額を検証した中で、太子町が納付すべき金

額を示した数値に基づき計上しているとのこ

と。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 続いて、委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

33号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、平成28年度兵庫県太子町墓園事業特別会

計予算。審査結果、可決すべきもの。少数意

見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月８日（火）

午前10時から午後２時33分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 ①平成27年５月に、神戸新聞に町外者枠を

新たに増やし募集を始めた旨の記事が掲載さ

れ、このとき問い合わせは複数あったが、最

終的な申し込みは１基だけであったとのこ

と。 

 ②平成28年度については、広告料52万円を

計上し、新聞２紙の朝刊に２回募集広告を出

す予定であるとのこと。なお、過去２回広告



－225－ 

を出しているが、その効果としては、平成

15年度には38基の応募、平成21年度には30基

の応募があったとのこと。 

 ③町外者枠の募集については、たつの市と

姫路市在住の方に限定しているとのこと。 

 ④永代使用料については、過年度の実績を

踏まえ、町内分として10基分（１基当たり

56万円）を見込んで予算計上しているとのこ

と。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（井村淳子） 以上で福祉文教常任委

員会委員長首藤佳隆議員の報告は終わりまし

た。 

 これから委員長報告に対する質疑、討論、

採決を行います。 

 方法については、議事の都合によって１議

案ごとに行います。 

 まず、上程中の議案第30号平成28年度兵庫

県太子町国民健康保険特別会計予算につい

て、これから委員長報告に対する質疑を行い

ます。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第30号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第30号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第31号平成28年度兵庫

県太子町介護保険特別会計予算について、こ

れから委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第31号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第31号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第32号平成28年度兵庫

県太子町後期高齢者医療特別会計予算につい

て、これから委員長報告に対する質疑を行い

ます。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第32号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第32号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第33号平成28年度兵庫

県太子町墓園事業特別会計予算について、こ

れから委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 
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 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第33号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第33号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 この際、暫時休憩します。 

   （休憩 午後０時05分） 

   （再開 午後１時10分） 

○議長（井村淳子） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２５ 議案第３４号 平成２８年 

        度兵庫県太子町下水道事業 

        特別会計予算 

  日程第２６ 議案第３５号 平成２８年 

        度兵庫県太子町水道事業会 

        計予算 

○議長（井村淳子） 日程第25、議案第34号

平成28年度兵庫県太子町下水道事業特別会計

予算から日程第26、議案第35号平成28年度兵

庫県太子町水道事業会計予算までを一括議題

とします。 

 上程中の議案２件については、所管の経済

建設常任委員会に付託して、休会中に御審査

いただいておりますので、これから上程中の

議案に対する委員会の審査報告を求めます。 

 経済建設常任委員会委員長玉田正典議員。 

○玉田正典議員 それでは、報告いたしま

す。 

 委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

34号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、平成28年度兵庫県太子町下水道事業特別

会計予算。審査結果、可決すべきもの。少数

意見の留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月９日（水）

午前10時から午後０時23分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 ①法適化支援アドバイザリー業務委託と

は、公営企業会計への移行に向けて、専門の

アドバイザーより法適化基本方針に関する指

導・助言、固定資産台帳の整理に関する指導

等を受けるものであるとのこと。 

 ②雨水幹線検討業務委託については、最も

早く、かつ安価で整備できる手法を検討する

ためのものであるとのこと。 

 ③短期間で町内の下水道を整備したこと、

また太子町は都市計画税を徴収していないこ

と等により、下水道会計への繰入金が一般会

計を大きく圧迫しているとのこと。 

 ④各地区公民館に300リットル程度の雨水

貯留槽を設置し、家庭用雨水貯留槽設置によ

る減災対策についてＰＲしていくとのこと。 

 ⑤公営企業会計への移行に向けて、下水道

事業基金積立金を３億円以上積み立て、留保

資金を確保したいとのこと。 

 ⑥上下水道事業所の技術職員の養成、採用

については、平成29年度に技術職員の採用を

予定しているとのこと。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 続いて、委員会審査報告書。 

 本委員会に付託の案件を審査した結果、下

記のとおり決定したから、会議規則第77条の

規定により報告します。 

 １、審査した事件。議案番号、議案第

35号。付託年月日、平成28年３月４日。件

名、平成28年度兵庫県太子町水道事業会計予

算。審査結果、可決すべきもの。少数意見の

留保、なし。 

 ２、審査年月日。平成28年３月９日（水）
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午前10時から午後０時23分。 

 ３、審査経過及び結果。 

 (1)審査経過。質疑応答により次のことを

確認した。 

 ①今後、老朽管の更新を行う必要があるこ

とから、財源の確保のため水道料金の値上げ

は避けられないと考えているとのこと。 

 ②今年度、老朽管更新計画を策定し、今後

はその計画に沿って耐震管への切りかえ工事

を進めていくとのこと。 

 ③近年、水道使用量が減少している。一般

家庭の節水意識は高く、また企業誘致も難し

く、工業用水の増加が見込めないため、今後

も水余りは続くとのこと。 

 ④吉福浄水場については、築40年以上が経

過し、老朽化している。今後は、水源地とし

て活用し、老原浄水場へ送水、また西播磨水

道企業団からの受水に対しても、緊急時に活

用することも考えているとのこと。 

 (2)審査結果は、全員賛成により可決すべ

きものと決した。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（井村淳子） 以上で経済建設常任委

員会委員長玉田正典議員の報告は終わりまし

た。 

 これから委員長報告に対する質疑、討論、

採決を行います。 

 方法については、議事の都合によって１議

案ごとに行います。 

 まず、上程中の議案第34号平成28年度兵庫

県太子町下水道事業特別会計予算について、

これから委員長報告に対する質疑を行いま

す。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

 まず、原案反対の方の発言を許します。 

 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 平成28年度兵庫県太子町下

水道事業特別会計予算、反対討論をいたしま

す。 

 下水道事業は美しい環境を守り、暮らしの

整備に向けた取り組みに対する実施予算であ

ります。今回、雨水対策、雨水幹線整備にか

かわる調査、雨水４号幹線枝線整備工事、雨

水貯留槽設置工事など、予算を講じ、実施し

ようとすることは評価をいたします。 

 水洗化率も約96.5％と進む中において、先

の議会にて質問したとおり、公共下水への未

接続に対する浄化槽処理問題、一部の人によ

る環境を悪化させる問題があります。 

 そこで、皮革前処理場事業については、多

大な予算を講じ、処置、処理ができているの

に、美しい環境を守ると言いながら、環境問

題として、公共下水道に対する未接続者に対

し、融資条件などつけ加え、支払い緩和など

行い、行政の力をもって前向きに考えていた

だきたい。 

 皮革処理事業については、現在の機械設備

による維持管理、老朽化による長寿命化計画

の一環として生汚泥搬送事業を行うだけの対

策であり、本来の削減とはほど遠い話であり

ます。この事業を行い、既に何十億円という

予算を講じ、支援を行ってきており、財政上

からしても長年にわたる懸案事項でありま

す。 

 この問題は今後どうするのか。大切な税の

負担、平等性に欠けるものであり、子供たち

の中学校３年までの医療費助成事業しかり、

お年寄りの方への生活支援の充実を図るため

に必要とする予算に大きな影響が及んでおり

ます。住民にとって大切な血税を投入してい

ることから、解決策を講じる必要がありま

す。 

 今以上に県に対し責任を果たさせるべきで

はないでしょうか。御当地選出の議員など通

じて、新たな県交付金などに対応していただ

くか、受益者負担など、あらゆる手だてで住

民の負担を軽減していただきたく、反対討論

といたします。 

○議長（井村淳子） 次に、原案賛成の方の

発言を許します。 
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   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 次に、原案反対の方の

発言を許します。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ほかに討論はありませ

んか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） ないようですので、こ

れで討論を終わります。 

 これから議案第34号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立多数） 

○議長（井村淳子） 起立多数です。したが

って、議案第34号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

 次に、上程中の議案第35号平成28年度兵庫

県太子町水道事業会計予算について、これか

ら委員長報告に対する質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （「なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 討論なしと認めます。 

 これから議案第35号を採決します。 

 この採決は起立によって行います。 

 本案に対する委員長の報告は可決です。本

案は委員長の報告のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

   （起立全員） 

○議長（井村淳子） 起立全員です。したが

って、議案第35号は委員長の報告のとおり可

決されました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２７ 請願第３号 「まちづくり 

        に関して、太子町の行政能 

        力向上と、議会が地域や住 

        民視点で取り組むことを求 

        める請願」 

○議長（井村淳子） 日程第27、請願第３号

「まちづくりに関して、太子町の行政能力向

上と、議会が地域や住民視点で取り組むこと

を求める請願」を議題とします。 

 ただいま上程中の請願第３号は、会議規則

第92条第１項の規定により、お手元に配付い

たしました請願付託表のとおり、経済建設常

任委員会に審査を付託します。 

 お諮りします。 

 ただいま付託しました請願につきまして

は、閉会中の継続審査にすることに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、閉会中の継続審査とすることに

決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２８ 常任委員会等の閉会中の所 

        管事務調査及び活動につい 

        て 

○議長（井村淳子） 日程第28、常任委員会

等の閉会中の所管事務調査及び活動について

を議題とします。 

 広報広聴常任委員会及び議会運営委員会の

所管事務について、それぞれ委員長より会議

規則第75条の規定により、お手元に配りまし

た一覧表のとおり閉会中の所管事務調査の申

し出があります。 

 お諮りします。 

 以上、各委員長からの申し出のとおり閉会

中の所管事務調査及び活動とすることに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」の声あり） 

○議長（井村淳子） 異議なしと認めます。

したがって、各委員長から申し出のとおり閉

会中の所管事務調査及び活動とすることに決

定しました。 

 これで本日の日程は全部終了しました。 

 会議を閉じます。 

 平成28年第２回太子町議会定例会（第

461回町議会）を閉会します。 
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   （閉会 午後１時25分） 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

議長挨拶 

○議長（井村淳子） 閉会に当たりまして、

一言御挨拶を申し上げます。 

 今期定例会は、去る２月24日の招集以来、

本日まで31日間の長きにわたる会期でござい

ましたが、その間に審議されました案件は、

一般会計、特別会計、企業会計、合わせて総

額207億5,232万9,000円の平成28年度当初予

算を初め、各会計の補正予算、条例の制定な

ど、多数の重要案件でございました。議員各

位には、この間始終熱心に御審議を賜り、こ

こに全て滞りなく議了することができました

ことは、町政のためまことに御同慶にたえま

せん。ここに謹んで議員各位の御精励に対し

深く敬意を表しますとともに、衷心より厚く

お礼を申し上げます。 

 また、町長初め町当局各位の議会審議に対

して真摯なる態度に深く敬意を表しますとと

もに、審議の過程で議員各位から述べられた

意見等につきましては、今後の町政執行に十

分反映されますよう強く望むものでございま

す。特に新年度予算の執行に当たりまして

は、厳しい財政状況ではありますが、“和の

まち太子”の実現に向け、福祉の向上と生活

基盤の充実が図られますよう強く望むもので

ございます。 

 いよいよ春、各地から花の便りが聞かれる

好季節となってまいりましたが、議員各位に

はこの上ともなく御自愛いただきまして、町

政伸展のため、なお一層の御精励を賜ります

ようお願い申し上げます。 

 また、３月をもって退職をされます宗野教

育委員会次長、堂本経済建設部長におかれま

しては、長い間本当に御苦労さまでございま

した。今後は健康に御留意され、第二の人生

を歩んでいただきたいと思っております。 

 以上をもって、まことに簡単措辞ではござ

いますが、閉会の挨拶とさせていただきま

す。ありがとうございました。 

 町長。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

町長挨拶 

○町長（北川嘉明） 平成28年第２回太子町

議会定例会（第461回町議会）を閉会される

に当たりまして、御挨拶を申し上げます。 

 去る２月24日から開会されました今期定例

会におきまして、議員各位には、議案が多数

にもかかわらず、本会議並びに各委員会を通

じて慎重に御審議いただき、その御苦労に対

しまして衷心より敬意と感謝の意を表する次

第でございます。 

 おかげをもちまして、本日をもって平成

28年度予算案並びに各種重要案件につきまし

て滞りなく議了していただきましたことを厚

くお礼申し上げます。 

 なお、審議の中で拝聴いたしました御意

見、御指導につきましては、今後の行財政運

営にできる限り反映できますよう努力してま

いる所存であります。 

 日を追うごとにしのぎよい時節となってお

りますが、議員各位におかれましては、御健

康に十分御留意いただき、町行政のさらなる

振興に一層の御理解と御協力を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 最後に、私ごとで恐縮でございますが、太

子町長選挙の日程が７月10日に予定されてお

ります。 

 当町にとりましては、昨年完成した役場庁

舎を新しい行政拠点とし、住民一人一人の願

いを大切にする、次の時代を見据えた、輝く

未来につながる、魅力あるまちづくりを進め

ていくことが重要であります。 

 特に、まち・ひと・しごと創生法に基づく

太子町まち・ひと・しごと創生総合戦略によ

り、まちの活力維持と太子町人口ビジョンで

掲げている目標人口の達成のため、時代の変

化に対応し、コンパクトさを生かした、住み

よい太子らしさを追求する諸施策の展開と、

今後においても、さらに行財政改革を遂行

し、財政健全化に努めていくことが求められ

ています。 

 そこで、微力ではありますが、まちの将来
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に不安を残すことなく道筋をつけ、さらなる

展望を開いていくことが私に課せられた使命

であると考えますので、来る町長選挙に出馬

し、引き続きその役目を務めさせていただき

たく決意を申し上げまして、定例町議会の閉

会に際しましての御挨拶とさせていただきま

す。ありがとうございました。 
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